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講演題目 

スタートアップ支援政策と産業集積の機能 

～創業・起業支援策、スタートアップ拠点都市（浜松市を含む）の事例等による検証～ 

研究の目的、成果及び今後の展望 
現在、国及び静岡県はスタートアップ（新たなビジネスモデルを築き、社会に変革・イノベーショ

ンを起こして、短期間で急成長を目指す企業）支援政策を推進している。国では令和元年からスター

トアップ・エコシステム拠点形成戦略で、グローバル拠点都市、推進拠点都市を指定し、政府、政府

関係機関、民間による集中支援を行っている。静岡県では、令和 5年 9 月に静岡県スタートアップ支

援戦略を策定し、静岡県はスタートアップ支援策の後進県と位置付け、イノベーション拠点「SHIP」

の設置、支援機関の連携、ピッチイベント（投資家とのマッチング）開催などの支援事業を開始して

いて、先行地域である浜松市のモデルを全県に拡げることを企図している。 

創業・起業支援策は、1970 年代からのベンチャー企業支援、第二創業支援、インキュベータによる

支援、産業クラスター政策による支援など長期にわたる変遷の歴史がある。本研究グループでは、フ

ァルマバレープロジェクトをケーススタディとして，支援機関（ファルマバレーセンター）および地

域企業へのヒアリング，地域企業に対する質問紙調査を行い，産業クラスターのイノベーション力向

上や地域経済の活性化に関して課題抽出、対策の提言、スタートアップを訪問調査するなど、その実

態と課題等の分析把握も行ってきた。本研究は、産業クラスターをベースとしたスタートアップ支援

と、国や県が取り組む新たな形のスタートアップ支援政策を比較することにより、国および県のスタ

ートアップ支援策を検証することを目的とする。 

静岡県がモデルとする浜松市のスタートアップ支援政策、および国からグローバル拠点都市に選定

されている愛知県のスタートアップ支援政策を、現地ヒアリング結果から比較し、その特徴、問題点

について検討を行った。 

従来の産業クラスターをベースとした支援策では、産業クラスターの利点（イノベーション、中間

財調達等）を生かすようなスタートアップ企業や第二創業に焦点を絞り、その分野に関して重点的に

支援を行う。一方、新たなスタートアップ支援策では、クラスターの特徴にとらわれず、より広範囲

の分野について、成長が期待されるスタートアップ企業を誘致するような支援体制をとっている（浜

松市ファンドサポート事業、愛知県スタートアップ支援拠点整備事業（STATION Ai））。その結果とし

て、有力なスタートアップ企業を誘致できる可能性が高まるものの、自治体間の誘致合戦になってい

る側面がある。一方で、静岡大学が浜松市、静岡県と連携してスタートアップ支援、大学発ベンチャ

ーを支援する枠組みである静岡大学イノベーション社会連携推進機構は、従来の支援策に近く、その

地域独自の強みを生かす方法になっており、純粋な地域間競争にはならない。各自治体はそのような

特徴を鑑み、最適なスタートアップ支援政策の組み合わせを考えることが望まれる。 

 


